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第 一一條

第 二 條

第 三 條

第R4.條

第 五 條

「物 理 化畢 の進歩 」睡讀 會員規 定假 羹.

日本物理化康研究會 ノ機關誌 タ.ル本誌 ノ直接購讚者ヲ購齪會員 卜..ス

本誌ハ隔月(隅數 月末日)發行..ト.シ下記内容ヲ有 ス

(一)原 報又ハ論設(二)紹 介又ハrid(三)抄 録

會費ハ年參圓 トシ前納 スルモ ノトス・塗中申込者・・申込 ノ月・り之

ヲ納入スルモ ノトス

絡身孵績會費ハ金五拾圓 トシ既衲ノ會費 ヲ包含セズ

既納 ノ會費ハ如何ナル理山ア)L{之 ヲ返却セズ

他二別冊 トシテ物理化學文獣集(新 蒲外Beinf:3リ 抜萃 ス)ヲ毎月

狽行 シ會費(年 一圓)ニ テ會員.昌ノミ頒布ス

本會ハ又吾國物理化學海外紹介 ノ目的ヲ以テ別=年 三囘歐文號 ヲ編纂シ本誌

所蔵.ノ「原報」及ビO國 昌於ケル物理化學研究 ノ抄録ヲ掲載ス(會費年二圓)
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一一{原 報 原 稿 募 集}一 一

1研 究は本誌に掲載せ らる ～以前に,.他 の雜誌 に發表せ られ ざ りしものた

るを要す。但 し綜合報告は此 の限 りにあ らや。

皿:發 表すべ き研究は物理化學 に關するものにして,i)本 會商議 員の研究

蓼はその責任あ る紹介 によるもの,a)大 學教授に よ・りなされたるもの,

或は、 その指導 によ りな されたるもの に限 る。

血 原稿 に不備 の個所 ある揚合は,揚 載遲れ,叉 は掲載不能の事あJ。

iv原 稿は必ii都 帝國大學物理化學研究室内 日本物理化ri研 究會雜誌編輯

部宛迭附の こと。到着 日を以て受理 の 日と定む。

V原 稿は必牛別に定めナこる「原稿の書:方」(必 要の方 には御中込み次第逾附

す)に 欝つて誹かれた し。

1'T別 刷御希望の方は,豫 め その部數を申出 られノニし。111し實費を申受 く。

急 ・ 告

下 記 のバ ックナ ムメ ー定價 にて 買戻 し致 し ます(但 し郵fitは 常 方 にて負擔)

物 理 化 學 の 進 歩 第十 一 卷 第 一 輯
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i

日 本 、化.學 會
1

(明治十一年四 月東京化學會Fシ テ創立)

日 本 化 學 會.誌
月刊一册金壹凰・一箇年前金拾武 圓(郵税典)

BULLETINOFTHECHEMICALSOCIETYOPJAPAN.

月刊一册金五拾錢 ・一箇年前金六圓(郵税 共)

購 讀 希 望 の 肉 は1邦 文 會 誌 の 方 は

東 京 市 紳 田 區 表 祠1保町 三 東

同 京rE槇 町 三丁 目三 北

に 申 込 ま れt.し 。

・日 辱本 化 學 會 規
.則 摘 要

京

隆

堂

館

第 二 條 本曾は北學の進歩及ひ普及を闘るを以てis的 とす

第 四 條 會員に凭學に密接なる関係を有する便人叉1よ團體たるへし(以 下略》

細則第二條 曾as下 の費格の一をaa:,へ し

一 化學若 くは化學に密接の闘係ある學科を修め又iま有往なる研究諭交を公にしたること

一 化皺上顯著の成緩を曝 け若 く・は化學工場に'{FJTi'f任 あ る位置に立ちたること

一 イヒ學に密接なる関係 .を有する法人又はこれに相常する團齪たること

第 六 距 λ會を望む者は會n二 名の紹介 を以て學歴等を記入したる串込書を曾長に差出すへし、其の

訂否は當議倉 に於で之を決す

第 十 五 條 常曾は會務鞭告及學術講演等の爲め囚八兩月を除き毎月之を開 く(以 下略}

第 十 七 條 年曾は(中 略).毎 年 四月之を開 く(以 下略)

第二十二條 木曾は毎月一囘日本化學曾蓄を曇行す、日本化學曾誌は之を邦丈及欧文の二種に分つ

細則第二十六慷 曾誌には報文、綜覘、抄鑠、雜簸、記事蕁の欄を設 く但 し欧文曾誌 は報文を主.とす

第二十三燦 曾誌は曾員に醜布し且學術普及の目的を以て之を慢賣す

彙二惻 慷 會烈_辭 金欄 爵

第二十六磔tp2t3入 奮認可の月 より納むへ し

細則第三十三條 曾費は毎年四月及ひ十月の二期に於で牛年分宛(四 月よh.九 月aTの 分 を四月に、十

月 よう翌年三月まτの分を十月に〕微集す(以 下略)

細則第三十四絛 λ會者の會鍛1‡其際月割を以てi{%期分 を徴集す

'
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夫
名
譽
教
授
の
本
書

へ
の
序

の

一
部

本
骨
を
通
覧
ず
る
に
何

よ
0
も
先
づ
明
哲
に
し
て
争
易
な
乙
7.・
怒
事
る
。
菩
者
は
呉
の
.既
刊

,

著
違
に
於
て
表

さ
れ
た
.謎
連
の
簡
明
な
る
長
所
は
ゑ
編
を
通
じ
遜
懲
な
く
發
輝
せ
ら
21
て
ゐ
る
,
特
に
最
初
の
原
子
化
合
物
に
關
ナ
る
諸
積
、
又
後
の
反
慮

論
、
光
化
學
等

の
部
門
は
難
.解
な
る
理
論
を
鞋
け
て
し
か
も
要
領
よ
く
理
解
せ
し
む
る
爲
に
實
に
細
心
な
る
努
力

の
跡
ヴ
見
え
る
。
.而
し
て
物
理
化
學

の
全

部
門

に
妊
り
て
幾
多
の
新

費
料
を
塾
照
し
北
の
蒐
然
た
る
κ
丗
を
完
成

せ
ら
れ
纏
り
よ
登
続

一
を
得
ら
れ
た
る
は
た
に
倣
服
ナ
る
底
で
あ
る
。
木
書
は
實
に

初
學
者

に
も
讀
み
易
く
又
專
門
學
者
に
も
自
己
の
暮
門
以
外
の
部
分

に
つ
き
新
方
面
の
概
念
を
得
る
に
も
適
し
て
ゐ
る
。
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月.刊 白 然 科 學 雜 講

科 , 學
編 輯

安藤廣太郎 岡田武松 柴田桂太 大河内正敏 小泉 丹

柴田雄次 橋田邦彦 墫井誠太郎 仁科芳雄 圭任石原 純

焼峨 根驚 吉 ニ

ノ 丗 山 新 一=

山 本 時 堆=

木 原 均=

本 川 弘 一=

長 島 躬 行 二

10月 坦 刊 號 内 容

特輯 自 然 科 墨 最 近 の 進 歩 概 觀

最近の高速度粒子發1「三!k`iiiの歌勢に就て

液媛ヘ リウ亠温度による低濃の研究

魚卵の受精の生理的問題

種間難種の逍簿愚

植殉に於け6冠 氣現欽と翼P.Tilili9

』此近のテレビジコン

◇ 本賍に跟リ 定價50錢 遘料1錢 ◇

11月 號 内 容

卷 頭 物 質 と 糀 神'.

審 書

田澤 湖漂 暦 冰 温 の 年鬱 化(霞 村 信 吉).ヒ マ ラ}aキ ノ シ タの 花 の變 拠性(松 村

義敏).'Yilt'F=k`に 關 ナ る癈5}方 鯉 式に就 て(D(iJ、 河 卩輻⊂1上1).鳥 欧 の頭 部 の

饕 留 ナ る現 欺 につ いて(第2報)(上 野 蕋蠖五郎).才 レ イ ン酸 曹邇 水 溶 液 の 鉛eue

り壽 命 に就 て(篠 原省 治).子 晋p,【,kの 合 成(営 内 玉子'41Fh'Y'ikil佐).鰯 魚 の水

分 と窒 素 との關 係(Aftff則 男)・

論 逑

概 並 仁 こ 鮫 頷 類 の短 色墜 化の機 溝 に闇 す る悗 近 の見 解 に つい て

雨 宮 秀 吉 乙 薪 電 波 ヒ ン ズの理 踰 的 醗 究

學 界 展 望

篠 邏 喜 人
湯 淺 明:コ ル ヒチ ン ー研 究 と その壁 展(1)

吹1昼1信 「英 。

花 岡 養;眞 正w脚 類 の 生殖(1)

科 學羅 嘉

匁 井 言辞 泰=.フ 卩イ ドuu1_を 憶 ふ 　

水 上 武=淺 開火 山 の 近 況

衛 語 檢 討

學ftf/llowvｻE定 に就 て(篠 川 榮)
一'改訂億恥 艘'qら 蕎に際Lτ 一

新刊書一研究紗峰一衛媛檢酎 鄰.時 事 娯會及個人淌息

發谷所 甥 驀.堕蹙 岩 波 書 店
定 價50.錢(塗 料L5鐘).

牛 年 分(7册)署3,00,一 年 分(M冊)¥5.go(荊 金,.鑑 料 共 〕

電 蔔舌ヲL段{33)§ 義01s〒(4)

振 替 口 座 東 京.8?{p

、

幽

、

G

1
"

.

呷

,
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化學及びそれに關聯せる諸分科の最近に於ける進歩を説蓮せる

日 本 化alt曾 編

牝 聟版最近化學綜説集.
懲 定價8幟 迭料 簸

本綜鐙築は「1本化墨食刊1Jの 「Ir1一化墾會誌」上に}【糞録せる最近の綜読を收 めたる冊子に

してその内容は下の如 くである.

イi酸 隈 酵 に 就 て 東 京 帝 園 大 學 農 攣 部 高 橋
、偵 蓬

L

徴量物り地球化學 東京帝國大學理'3sZ6木 村 健 二 薗

'徴 量物質の生物艇的定量法に就て…・…・火4i7eNd大學織生竹病研究所 大 谷 象 早

盪白質の應用と凝 研究 〕;轍賠隅大學農學部 近 藤 金 助

近年に於ける鉛鹽化塾の邀歩N1京 帝國大學理學部 柴 田 堆 次

低{量化學と其の實験法 金屬材料研x所 青 山 新 一

発 疫 に 就 」 〕1螂帝國大墨醫學部 木 村 鱶

合 成 ゴ ムの概 況 大阪ユニ業試臉所 角 谷 清.明

生艦酸化還元糸の脂肪蛋白質1こ及ぼす影響 …北海道帝國大學理學部 田 駈 哲 太 郎

イ邸 及びそaLに闘聯サる諸分糾の進渉【鐚 塒念穏 激 匹して且つ多岐に分私 是等諸方副

の欟 直嗹 黝:釜 咽 難とf:Uつ つある1締 嘩 鞭 黴 し化學纖 肋 奉勢磯 ふに足る

べ き一u:物Lし て本綜論 集の 出版 を見た.るは定に意 義深 きrと と信す る,學 窓に於 て化J9,_t.を研
●

、鎖 しつつある諸賢,ま た 研究室,工 場に於て その研究及び應鸚!に從窃・しつ 、ある終彦ぽ云は

rも がな凡そ化學に闘係ある諸士に對 し,御一y:あ らんことを敢 マお薦めする所以である。

日 本 化 學 會

發 賣.所 岩 波 書 店
東京了鰰 田匝一ツ橋ニノ三

9

丶

e,...,.,.:..



物 理牝 学 の進 歩Vol.13nNo.5(1939)

、

▼

1甲..

」
.一
ダ

%

蕣

駈

尸

P
」
属

.

・

,.

..・「一

1..
蔭 「

主 筆 工學博士 喜 多 源 逸

月 刊 化 學

第5卷
[182]Romaneffectに 誠 て

[1S3]fi4近 の染 料:uFiに 就 て

[184]ホ ロセル ロ ーズ ニ就 て

[iss】 ア ゼ ラ イ ン酸 の 製 坂訣

.一 册,.60鈍

(逶料2鋤

評 論
蘭金 一年UInl
{逡料1!1

第9號

覡 崇 ・」=

工 墨=L

[185]穴 豆 蛋21lr・∫塑 物
■

一
郎

夫

郎

継

整

賞
瀞

卯

J

F

止
T

l

丿

松

上

鍛

耙

松

第5卷
[1Fi]水 素織 合 に就 て

[1δ8]KamaneBietに 就 て(II)

第10號

[189]コ ール ター ル よ リ蠡秀導 せ ら る る羣頁料 色素

[1su]繊 維素誘導聾の可塑荊に就て

工 學 士

理 學 士

工 學1_

[191]1'"lp府 中 郡 大 昂産 フ ニル グ リン石 に就 て 理 尋⊆」=
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一
親

碓

郎太
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昭

實

宮
幇

轟
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松

濤

上

田

化 擧 評
編 輯 所

京稲宙古田 京都帝國大離
工業化墨轂室 喜 多研究室

電躋上九八o番(擧 内十九番)

論 耻
發 行 所

大 阪市 酉 區京町堀通一丁II

電話土佐堀二四.O・ 四六八播

振替卩座 大阪一七六一三群

ノ

.釣
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物理化學の進歩歐文號 ◇年3回 發行

阿醗蘊嬲 ド『膃鮮
1.. ,______」

ゴ

本誌は吾國に於ける物理化學の研究を廣 く世界 に紹介する目的 を以て各國の

箸名 なる大學,研 究所,學 者 に頒 布す(1000部 發 行)。 本 藷の内容は,If,EPki及び 抄

錨の二に分れ,.原報はL物 堙化學の進歩「褐載論文.を集め,抄 録は1937年 以降のi..

國に於ける物F!1!化累開係の報文全部 に對し,そ の英文抄録 を網羅せるものなり。

.定價1部sod(遑 斜6
.錢)年2..圓.(遑 料共1海 外年3弗(逾 斜共)
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三四番型電氣定温乾燥器
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御
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最 高 温 度

150ｰC.

扉の全面が礑子張で

ある爲丙部の觀察が

容 易 で あ ります 。

{本器以外に各種乾燥器が有 リますから型録を御覽下さい。}

鸛 千 野 製
本;af(市 板駆 旗橋町三丁目

閣西出張所 大 阪市東 區 北演三 丁 目

イ乍 戸斤
臨綴聨擺
電 蠡否1ヒ 渡(23〕3068
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.亀

昭 和14年 ユo月.25日 即刷

昭 和14年11〕 月31日 發行
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